
【取組内容】 「主体的・対話的で深い学び」を意図的に促す

佐世保市立大野中学校【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実】
本校においては、クラス単位で生徒情報や個人の学習内容
を運営・管理できるツールを活用し、生徒の学習をより個別
最適かつ協働的に行うことができるよう取り組んでいる。
右の例では、生徒の学習内容に沿った授業資料を提示し、
個人の興味・関心・意欲に合った学習をサポートしている。
また、学習の参考となる動画等を学習資料として提示する
ことで、生徒の主体的な学習を促すこともできる。

左の例は、生徒が総合的な学習の時間に作成した成果
物である。生徒がタブレット端末を用いて作成した成果
物を一元管理することで、教師は学習進度を把握できる。
また、１つのファイルにおける生徒の共同編集を可能
にすることで、成果物を作成する過程において良い点や
改善点をお互いに話しながら活動に取り組むことができ
るため、協働的な学びを実現するとともに、「主体的・
対話的で深い学び」を意図的に促すこともできる。



【取組内容】 情報活用能力の体系的な育成

佐世保市立大野中学校【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【情報活用能力の育成】
文部科学省が示す情報
活用能力の要素は右の通
りである。本校では、こ
れらの情報活用能力の要
素をバランスよく育成す
ることを目指し、体験や
活動を通しての学びや調
べ学習について、総合的
な学習の時間にスライド
形式にまとめることを
推進している。 ＊「学習の基盤となる資質・能力としての情報活用能力の育成」より引用

スライド形式でのまとめ作成にあたっては、まず、情報収集や整理・分析（Ａ
知識及び技能）を行う。それらの情報をもとに、受け手の状況等に応じて、表現・
発信（思考力、判断力、表現力等）する必要がある。作成したスライドを共有する
ことで、受け手を意識して情報を取捨選択するなど試行錯誤し、改善しようとする
態度や多角的に情報を検討しようとする態度（学びに向かう力、人間性等）を身に
付けることができる。このような体系的な情報活用能力の育成に向けて、３年間を
見通して取り組んでいる。



【取組内容】 チャット機能の利活用

佐世保市立大野中学校【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【校務ＤＸ（ＧＩＧＡ環境を活用し教員
の働き方改革につなげる取組）】
本校では、校務ＤＸの一つとして、

チャット機能の活用に取り組んでいる。
教職員全員をチャットに招待し、その中
で連絡事項を共有する取組である。
この取組によって、紙媒体での起案等

を省略し、ペーパーレス化を実現すると
ともに、会議等での提案文書を削減する
ことで時間を短縮し、教材研究等の時間
に充てることが可能となった。チャット
については、個人の端末で確認すること
ができ、時間や場所を問わず連絡事項の
伝達が可能となった。
また、出退勤システムを電子データで

一括管理することで、ペーパーレス化を
実現するとともに、勤務時間や部活動の
指導における時間の合計を瞬時に計算し
て可視化することが可能となった。



【取組内容】 校内研修を通してICT機器の活用を意識づける

佐世保市立大野中学校【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【指定校の努力目標として掲げた実施内容】
４月当初は、教科指導や校務、学級経営等における職員のタブレットの利活用は
十分ではなかった。そのため、本年度は７割以上の職員が前年度と比較してＩＣＴ
機器を意識的に活用できるようにするために、前述の校務ＤＸに関する取組に加え、
ＩＣＴ機器活用に関する校内研修を行った。
具体的には、「ＩＣＴの効果的な活用」を視点とした授業研究や外部講師を招い
ての現職教育、ドリルソフトの活用方法についての伝達講習を行った。その結果、
教科指導・校務におけるＩＣＴ機器の活用については約８割の教員が活用の意識を
高めており、昨年度と比較した際、「ＩＣＴを効果的に活用できた」と回答した職
員は、７割以上という目標を達成することができた。



【取組内容】 デジタルホワイトボードソフトで授業研究

佐世保市立大野中学校【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【校務DX（GIGA環境を活用し教員の働き方改革につなげる
取組）】
前述の取組に加えて、デジタルホワイトボードソフトを
用いた授業研究にも取り組んだ。研究授業の際には、右の
写真のように学習指導案と視点の枠が貼り付けられた画面
に、授業を参観した際の気づき等を付箋で貼り付ける。
デジタルホワイトボードソフト
を用いることで、従来の付箋等に
書き込んで貼り付けるという作業
時間を短縮することができ、効率
よく話し合いを進行できる。
また、模造紙や付箋を準備する
時間を削減することができ、ペー
パーレス化を実現するとともに、
教員の働き方改革につなげること
が可能となった。
（外部からの参観がある場合も、
デジタルホワイトボードを共有
することが可能である。）


